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1. 研究目的 
本課題は、数値計算結果で構築したデータベースおよびリアルタイムの予測を組み合わ

せ、マルチハザードに起因する浸水時の避難支援システムの構築を最終目的とする。リアル

タイムに避難支援を行うためには、浸水外力予測、或いは堤防の破堤といった浸水の不確実

性に対してロバストな仕組みを構築することが重要である。そのために、あらゆる不確実性

を考慮した、浸水の時空間的な確率分布を得る必要があり、膨大なシミュレーションが必要

である。避難開始が遅れ、時間的な猶予がほとんどないような場合には、避難所までの最短

経路を通るのではなく、浸水を回避する避難経路を意図的に選択することで、避難成功率が

上がることが分かっている（坂田ら、2020）。このように、自然災害に伴う浸水に対して、

各避難者が通るべき安全な経路や目指すべき避難所、浸水確率といった情報をリアルタイ

ムで提供し、避難時の意思決定を補助する仕組みは、避難成功率を向上させるという面から

非常に重要である。 

避難者をリアルタイムで支援する仕組みの基本的な考え方としては、あらゆる浸水に対

するデータを多量に蓄積してデータベースとして保持しておき、実際の災害時には、リアル

タイムの予測や観測データをもとにデータベースから類似シナリオの検索を行い、安全な

避難経路や避難場所、避難者がいる地点における時空間的な浸水発生確率といった、避難時

の意思決定に有用と思われる情報をリアルタイムに提供するものである。そこで本課題で

は、まず、浸水予測誤差でどのように被災率が変化するか、また、高潮の予測誤差はどの程

度あるかについて、検討を行った。 

 

2. 研究成果 

2.1 浸水予測誤差と被災率 

 複数の波源データを用いて津波浸水計算を行い、津波到達時間、時系列浸水深データを算

出し、津波浸水データベースの作成を行った。誤差を含む津波浸水情報に基づいて避難する

場合、本検討に用いた経路選択手法では、予測値を活用した避難では死亡率が最大で約 8.9 %

増加した。また、避難開始時間が遅くなるにつれて避難成功率に予測誤差の影響がより大き

くなることが確認できた。避難者が複数の避難所に対して等距離の初期位置にいる場合、予

測誤差が大きい情報に基づいた避難行動では、経路選択の判断において避難成功率に大き

く影響する事が確認された。予測誤差の大きさを変化させることで避難の成功率への影響

を確認できた。 



2.2 高潮の予測誤差 

 WRF の計算条件設定（領域位置、格子解像度、初期値境界値、物理オプション）の違い

が、台風・高潮予測にもたらす影響について検討を行った。結果として、上陸 1 日前から予

測を開始したとしても台風速度の過小評価傾向が無くならず、これが予測における高潮の

ピーク発生時刻の遅れに影響していることを示した。T1919 と T1721 に対する感度解析で

も見られた台風速度の遅れに対しては、データ同化の導入が有効であることは 3 章で示し

たが、今後、 Spectral Nudging よりも高度なデータ同化手法の導入が課題である。なお、本

研究は、限られた数の台風に対する感度解析結果を示したものである。より一般的な議論を

行うためには、今後も多くの台風・高潮イベントに対して同様の検討を進める必要がある。 
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